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運営委員会 

運営委員会 
 

構成メンバー 小島健一（長野県社会福祉事業団）、岸田隆（森と木）、荒井裕子（信濃の

星）、堀内勇人（長野南福祉会）、綿貫好子（廣望会）大池ひろ子（絆の会）、吉澤利政（長

野市社会事業協会）、竹本好司（長野市障害福祉課） 

長野市障害福祉課担当者 佐藤政修、今井光也、吉澤良美  

  

１、年間テーマ 

特になし 

２、部会等の開催状況 

日時 会場 人数 

（人） 

部会のテーマ       主な内容 

月 日 

４ 10 長野市役所 ２２ ・ふくしネットの進め方 

・4/22合同会議の持ち方 

・県自立支援協議会権利擁 

護部会推薦  他 

 

・運営委員会の進め方、ケアマネ連絡 

会や部会の役割確認、課題のあげ方、 

部会執行部体制の調整、ふくしネット 

フェスタ・障害者週間の進め方や捉え 

の確認、ふくしネットへの参加呼びか 

け、事務局の動き確認 

・4/22合同会議の内容確認 

・サービス等利用計画作成の流れ・プ 

ランシートについて（課題） 

４ 22 長野市役所 ５１ 合同会議 

・ふくしネットの概要 

・運営体制・事業費予算 

・事務局について  他 

・ふくしネットの要領等確認 

・運営委員会と部会長連絡会の関連性 

や課題検討のフロー等説明 

・事業費予算の執行の仕方 等 

 

５ 24 長野市役所 21 ・ふくしネットの年間スケ 

ジュール 

・各部会の年間計画・補助 

事業実施計画確認 

・課題への取り組み 

・他機関への受講者・委員 

の推薦       他 

・全体協議会・障害者週間の持ち方や 

課題の流れの検討 

・部会の年間計画等確認、担当決め 

・課題の流れや書式検討   等 

６ 25 長野市役所 20 ・障害者基本計画・障害福 

祉計画の策定 

・ふくしネットフェスタ・ 

・基本計画・福祉計画策定スケジュー 

ル確認 

・全体協議会の内容について 
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障害者週間・全体協議会て 

・合同会議にむけて 他 

・ふくしネットフェスタ実行委員会の 

進捗状況確認・進め方検討 

・障害者週間内容検討 

・地域の課題提案をどの範囲で募集す 

るか、課題提出方法の示し方 

・南部障害者相談支援センター設置に 

向けて 

７ 23 長野市役所 ２１ 合同会議 

・部会の活動状況・運営体 

制について 

・全体協議会・ふくしネッ 

トフェスタ・障害者週間 

・障害者基本計画・福祉計 

画策定の取り組み  他 

・部会の状況共有。次年度への執行部 

体制の作り方は部会の参加方法等検討。 

課題提案の流れを確認。 

・ふくしネットフェスタ・障害者週間 

の位置づけを確認 

・全体協議会の内容共有 

・基本計画等の取組み方を市より説明 

他 

９ 27 長野市役所 １７ ・全体協議会 

・相談体制強化検討会相

談支援センターの在り方

WG報告 

・障害者週間イベント 

・ふくしネットフェスタ 

・全体協議会の内容・段取りの確認 

・地域課題の扱いの検討 

・相談支援センターの在り方 WG で

検討した内容を共有 

・イベント内容検討 

・ふくしネットフェスタ状況確認。 

11 ５ 長野市役所 １５ ・全体協議会の延期 

・障害者週間イベントの 

中止 

・ふくしネットフェスタ 

・その他 

・長野県社会福祉事業団被災状況共有 

・第 1回全体協議会日程・内容確認 

・障害者週間イベント中止の経過確認 

・ふくしネットフェスタ振返り 

              他 

１ 20 長野市役所 １８ ・第 1回全体協議会振返り 

・合同会議に向けて 

・第 2回全体協議会 

・令和 2年度に向けて 

・相談体制の検討 

・第 1回全体協議会アンケート確認 

・合同会議議題確認 

・令和 2年度からのふくしネットの部 

会等組織・運営、福祉計画等の検討の 

進め方について 

・R3年度からの相談体制検討（法人化 

について、今後の中間報告や意見聞取 

り等進め方） 

２ ６ ふれあい福祉 

センター 

２９ 合同会議 

・部会の活動状況について 

・相談体制の検討について 

・全体協議会について 

・部会の状況や来年度に向けた意向を 

共有。今後の部会編成や内容の検討。 

・相談体制の検討状況の説明 

・全体協議会の内容共有 

２ 17 芹田公民館 １８ ・相談体制について 

・協議会の運営について 

・相談体制検討の今後の進め方の確認 

・部会編成の検討の方向について 
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・全体協議会について 

・地域の課題の検討に 

ついて 

・運営委員会の改選  

・全体協議会の内容検討 

・地域での協議の場の設置について 

・あがってきている地域の課題の 

取り組みの方向性について検討 

３、機関紙、冊子、アンケート調査・行事など報告書 

特になし 

４、課題について 

（１）主な検討課題 

・ふくしネットの運営について（運営員会の進め方及び役割、全体協議会の内容、部会長連絡会の持ち方、

ケアマネ連絡会各部会委員会の状況等） 

・地域課題の集約及び取り扱い 

・相談支援体制のあり方 

・ふくしネットフェスタ、障害者週間の企画及び進め方他 

（２）検討の目的と結果（現状） 

①運営委員会・・・事務局会議を設け事前に議題等を整理し進める。委員は部会や委員会の担当をもち課

題の把握や連絡調整等を行う。また、提出された課題について検討し課題の整理、解

決に向けた取り組みを検討する。 

②全体協議会・・・年 2回開催し秋は課題等を集約した研修を年度末はまとめを行う。 

③部会長連絡会・・それぞれの活動状況、運営上の課題、情報共有等を行う。 

④ケアマネ連絡会・困難ケースの共有、地域課題の抽出、困難ケースへのスーパーバイズの役割を。 

⑤地域課題・・・・「地域等の課題に関する提案書」を事務局で受け付け委員会にて検討する。 

⑥相談体制・・・・相談センター、事務局、権利擁護、地域移行、地活のグループ別に検討し全体で協議し

ている。 

（３）引き続き検討が必要とされる課題 

①ふくしネットの運営体制の充実強化 

②令和 3年度以降の相談体制の構築 

③地域課題解決に向けた取り組み 

（４）運営体制について 

 運営委員会の開催前に必ず事務局会議を開催し、協議課題を整理し計６回開催した。相談体制の検討に

ついては、課題別にグループに分かれ検討し運営委員会で協議してきた。 

５、総括（1年間を振り返って） 

 今年度は運営員会開催前には事務局会議を設け協議課題を整理しながら進めてきたことでよりスムーズ

な運営ができつつある。また、各部会、委員会の担当運営委員を決め、課題の把握や連絡調整に努めてい
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るが十分な役割を果たしているとは言えない。地域課題の集約や検討は少しずつ始まったところで、更な

る取組が求められている。毎回話し合う時間を持ち、議論を深め、地域課題への取り組みの方向性を全体

協議会等で示しながら進めていきたい。相談体制の検討に際しては、松本圏域や上小圏域の相談体制及び

自立支援協議会の視察を踏まえ議論できたことは有意義であった。 

今後のふくしネット全体の構成組織について、障害福祉にとどまっておりより広範な地域の支援体制を

構築していくためには更なる広がりが必要となっている。運営委員の構成についても、市の委託相談を受

けている法人中心となっているが令和 3年に向け新たな検討が必要となっている。 


